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10 OCTOBER 腿 jyjSXMAGAZINE 醒 付録 



下 




コンピュータ用語に 自信の ない 人、 

M マガ を 読み 始めた ばかりで、 内容 
が チン プン カンプ ンな 人、 付録の 

nvisx 豆 辞典」 が、 キミた ちの 強 ~ 
い 味方に なって くれる。 g 月 号 は、 
ビギナー 用に いわゆる 初歩 的な 用語、 
10 月 号で は、 ミュージック からお 絵 
描き、 ニューメディアまで、 初めて 
聞く ょラな 用語 も 解説。 これが わか 
れば、 初級 はまず まず 合格 だね。 



譬ァ イコン 



國 アイコン 

もともと は 言 己^^ 頁 における ICON (イコン） の 二と。 絵文字 
の 一種。 本来、 に ON というの は、 それ 力、' 示して いるものと 形, 態 
的に 類似 性の ある 記号 （たとえば 飛行機 を 表す 飛行機の シ 
ル エツ ト など） のことの み をい う 。矢印 や 十、 一な どの 記号 ( ダ 
ィ アグラム） や レストラン を 表す ナイフと フォーク （シンポ 

ル） などと は a* 的に 別種の 記号。 
近年、 コンピュータ の 操作 を よ り 直感的な ものと する ため、 

様々 な 記号 や 絵文字 力 《f 吏 われ は じめ た JCON は それらの 記号 群 
の 一部な の だが、 米国 コンピュータ 界の影 響か、 それらの 記号 
群の 総称と して I CON という 言葉 力 M 吏 われ、 また その 賠も米 
国 流に 「アイコン」 とされる。 



秦 アイドルタイム ^INS 



國 アイドルタイム 

コンピュータの 電源 力 < 入って いるのに、 何の 動作 もして いな 
い 時間の こと を 言う。 たとえば、 プログラム リスト を 入力す る 
とき、 ほ とん どの 時間、 人間 は リ ス ト が 印刷され ている 紙 を 見 
ていたり、 キーボード を 捜して いたりす る。 コンピュータ はず 
つと キ 一ボー ドが 押される の を 待って いて、 押されたら その 瞬 

間に 処理 OlM に 文字 を 表示したり、 プログラム を 記憶す る） 
を 終えて しまう。 つまり、 ほとんどの 時間 は 待って いる わけで 
ある。 大変 高価な 大型 コンピュータ では アイ ドル タイムの 長さが 
問題と される が、 それ を 気にしな く ていいの が M S X のよう な 
パーソナル コンピュータ なので ある。 

■INSCInformation 

Network System) 

高度 情 観 信 システム。 わが国の 電 mil 信 網 は、 電報、 電話、 

電信、 データ、 ファクシミリの 5 つの ネットワークが それぞれ 

aa: に 形成され てお リ、 制度、 ； も 別 体系に なって いる。 

INS 計画 は、 アナ 口 グ信号で{5^^ さ れ ている 電話網 を 他の 通信 
網 同様に デジ タ 匕した うえで、 これら 5 つの 通信網 を I 本の 
デジ タ ル 通信 回線に 統合、 •stig 度の ス ピー ド アップと 品質の 
向上 を 図る とともに、 ネ' 4^ 系の一 元 化と 封 里 化 を 実現。 さ ら 
に、 大容 置の 光フ ァ ィ ' 、'一や 通信衛星な どの 新 し し 、通信 回線に 
よ り、 纏、 職場、 公共 M§:、 病院、 交通 ターミナル、 銀行、 

デパート、 自；^ など を 相互に 結び、 テレビ電話、VRS(lHiJ^：、 

答 システム）、 キャプテン、 ファ クシ ミ リ 新聞な ど 多種多様な 通 
信サー ビス を 低廉な コ ス ト で 手軽に 提供す る ことができる。 
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秦 アセンブラ 



國 アセンブラ 

コンピュータの 心臓部 C P U は、 マシン 語と いう 数字の 組合 

せて •*】 御す る ことができる。 しかし、 マシン 語 は 人間に とって 
覚えに 〈いものな ので、 より わかりやすし 、sm で マ シン 語の プ 

ログ ラム を 記述で きる ようにし たのが アセンブラ である。 C P 
U に はいろ いろ な禾動 頁が あ り 機能 や マシン 語 コード 力 < 異な る の 

で、 それぞれ によって 違った 記述 方式の アセンブラが 作られて 

いる。 M S X に は Z80 系の C PU が •( まわれて いるので、 ザ イロ 
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I アセンブラ 參 アナログ RGB 方式 



グ 表記と よばれる 言己述 方法 を 用し、 た アセンブラ を 使う ことが 多 

い。 また、 C P U の 命令 を 表す 語 を ニー モニック、 与える 数値 
など を オペランド という。 例えば L D A 、 43 と あれば、 A レ 
ジス タに 43 を 代入せ よ、 という 命令 を 意味す る。 LD は ロード 
せよ という ニー モニックで、 34 は オペランド。 これ を マシン 語 
の コードに 直す と、 3E、 2B (各 16 進数） となる。 ァ セン ブ 
ラ を 利用す る 場合、 ま ず このよ う な ニー モニ ックと オペランド 
で 構成され た プログラム テキス トを、 エディタと 呼ばれる プ 
ログ ラムで 作成す る。 そして、 二れ を アセンブラで マシン 語に 
変換す る ことで、 マ シ ン 語の プロ グラ ムが実 fi^ でき るよう にな 
る。 

國 アナログ RGB 方式 

コンピュータの 映像信号 を、 光の 3 原色で ある 赤 (RED)、 
緑 (GREEN) 、青 （BLUE) にわけ て 出力す る 方式。 ブラウン管の 
ビーム 管 (RGB) を それぞれ 直接 ドライブす るので、 ズレ のない 
鮮明な 画像が 得られる。 ただ テレビ モニタ も 専用な もの 力、'' JZ 耍 
になる ので （アナログ RGB2I ピン 対応)、 出費が かさむ 二と 力、 It 
点。 I 行に つき 80 文字 も 出力で き る M S X 2 などで、 威力 を 発 
揮す る。 



I アーキテクチャ 秦 RS-232C インターフェイス 



讕 アーキテクチャ 

いわゆる 「構造」 のこと。 コンピュータ を 作る 際の 言 十、 
あ る し 、は その 雪 §f 十 思想の こと を さす。 その マシ ンの 主な 使用 目 
的、 既存の ソフ トウ エアとの 互換性、 使用 環境 ゃコス 卜の 問題 
などから、 マシンの 仕様 は 決められ ていく。 むろん、 使われる 
CPU の 種類、 I/O の 構成な ども 含んで この 言 St 十 はなされる 
わけで、 アーキテクチャ を Sfet した 時点で、 その マシンの' ft 格 
は 定められ たと 考えても よい。 

■RS-232C インターフェイス 

デー タ 端末と デー タ 通信装置 ( モデム 等） と のキ^«^に関する 標 

準 規格が、 RS.232 と 呼ばれる もので、 その 中で も 新しい ものが 
RS-232C である。 モデムとの インターフェイス に関して は、 RS- 
232C 力 《標準に なって いる。 



RGB 方式 秦 RF 信号 



■RGB 方式 (TTL レベル） 

通常、 デジタル 8 ピン R G B 方式な どと 呼ばれる 出力 方式。 
赤 （ R ) 緑 （ G ) 青 （ B ) の 3 原色 を、 それぞれ I か かで 混ぜ合わ 
せる こと で 色 を 表現す るた め、 合計 8 色の 色 表示 力 < 可能になる。 
MS X では パイオニアの PX- 7 が 8 ピン R G B 出力 を 持って 
いる。 



和 RG B と は、 

R(R E D)、 G 
(G R E— E N)、 
B( B L A C K)。 




■RF 信号 

コンピュータの 出力 を、 専用 
モニタ の 代わ り に^ 用 テ レ ビ 
などに つなげる よ う にす るた め 
の 信号 方式。 R F と は、 radio 
frequency の 略で、 映像お よ 
び 音声 信号 を、 テレビの アン テ 
ナ 端子から 入力で きる ように 変 
換 する。 M S X では 大半の マシ 
ンに、 R F ザ 言 号 を 出力す る R F 
モジ ユレ一 タが 内蔵され ている 
ので、 手軽に コンビ ユー ティン 
グ 力、' 楽しめる わけ だ。 




「V は、 T V の VHF 端子 
) こと。 キミの テレビ は？ 



> インタプリタ 秦 エンベロープ 



■ インタプリタ 

プログラム として 入力した プログラム リスト （テキスト） を 
I 文字ず つ 取り出し、 翻訳しながら 実行す る タイプの プロ グラ 

ム Sfg を さす。 MSX- BASIC が これで、 実行 速度 は コンパイル 
方式に 比べて 遅 く な る が、 プロ グラムの 訂正な どが 気軽に 行え 
ると いう 特長が 享受で き る。 エラ 一が 出た ら言丁 正して すぐに R 
U N 、と いうの は インタ プリ タ だからて' き る わけ だ。 リ、^&模な 
プログラム や、 高速な 処 i 里 を 要求され ない プログラムに は、 小 

回りの き く インタプリタ 方式が 向いて いる。 なお、 msx-bask; 
は、 正式に は 中間 m§ 方式 インタプリタ。 二れ は、 コマンド や 

ステートメント を I または 2 バイ 卜の コードに 変換して メモリ 
に 格納して おく もので、 実行時の 翻訳 時間の 短縮 や メモリの 利 
用 効率の 点で 有意義な 方式。 たとえば PRIMT という 5 文字の ステ 
一 トメ ント は、 91 (16 進数） の I バイ トのコ 一 ドで 表現され、 
プログラムの PRINT *A B C" は、 91、 22、 4 し 42、 43、 22( 各 

16 進数） という ひと 続きの コードで 記憶され る。 中間 コー 

ド への 変換 は プログラム を 入力した 時に 行われ、 LIST コ マン ド 
を 実行した と き は、 元の 文字列に 変換して 表示す る ようにして 
いる。 '- 

國 エンベロープ 

シンセサイザな どの 電子 楽器て ィ吏 われて いる 用語。 鍵盤 を 押 
して 體を 始めた 時 （ノート • オン） から、 讓を はなして 発 
音 を 止める （ノート 'オフ） までの 間の、 音量な どの 変化 を あ 
ら わす もの。 

ノート. ォ ンの 直後の 最大値まで 変化す る 時間 を 『ァタ ッ ク • 
タイム』、 最大値から 持 iSt^ の 値で ある 『サス ティン' レベル』 
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き エンベロープ •ADSR 



まで 変化す る 時間 を 『ディケイ' タイム』、 ノート ， オフ を 
してから 実際に 値が ゼロ になる ま での 時間 を 『レリーズ. タ 
ィム』 と 呼んで おり、 まとめて 『ADSR』 と 呼ばれて いる こと 
も 多い。 



レベル アタック 
タイム 



才フ 



才ン 一一 




時間 



-ボ一 ドの 状態と エンベロープ 



図 I ) 



IADSR 



シ ンセ サイ ザな どの 電子 楽器で 使われて いる 用語。 それぞれ 

アタック （Attack time) -• ディケイ （Decay time)' サス ティ 
ン （Sustain level) • レリーズ （Relese time ) を 略した もの。 
これらの 要素の 変ィ 匕で、 「エンベロープ』 と 呼ばれて いる 『音の 
入れ物』 の 形が 決定で き るよう になる。 



»ADSR»FM 音源 



最近で は ADSDR のよ う に、 変化す る 要素の 数 を 増やして、 よ 
り 細かい 変化 を 表現で き るよう に している シン セ サイ ザが 多 く 
なって きている。 

DX- 1/5/7/9 の FM 音源で は、 これらの 要素 は レート （Rate) 
と レベル （Level) という まったく 別の 考え かたに 置き換えら 
れ ており、 ADSR に とらわれない 変 ィ匕を 表現す る こと もで きる。 



IFM 音源 



シン セ サイ ザな どで 使われて いる 音源の ひ と つ。 
音の 音色の 特長が あらわれ ている 成分 （《^成分） を 作る た 
めに、 周波数変調 (Frequency Modulation = FM) 回路 を 使う 
ので FM 音源 と 呼ばれて いる。 

上 b$ 交 的 簡単な 操作で、 非常に 胃な 変化 をす る f 詰 成分 を 作 
り だす ことができ るので、 金属 打楽器 （鉄琴 や ゴングな ど） や 
擦 弦楽器 （バイオリン などの 『弓』 を 使う 弦楽器） など、 短 時 
間に •( 詰 成分が 大き く 変化す る 楽器の 音色 を モデルと した 音色 
力 乍り やすい。 




郜 これが あ 

れば、 キミ 
の マシン も 
シン セが楽 
しめる。 



さ iA 

r=M sound 5 に nfhesiNef 匚 nil 
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iHDTV 秦し ED 



■HDTV 

高 品位 テレ ビ 放送。 現在の テレビ放送 方式よ り も 走査線 数 を 

増加し、 また fsiMii 波 数^ を 拡大し、 きめの 細かい 鮮明な 迫 
力の ある 画面と 良質の 音声 を 提供す る 品質の 高し 、テ レ ビ放送 方 
式。 

高 品位 テレ ビの JfcM を 実施す るた めに は、 現行 テレビ放送の 
数倍の 波 数 謝 或 幅 (チャンネル) が' JZ 要と なる。 そのため、 
現行の チ ャ ン ネル ブラ ン では 実施 困難な ので、 JitiM 衛星 または 
； 縮の 技術 開発な どに 期待 力 かかつ ている。 

■LED 

発光ダイオード （Light Emitting Diode) のこと。 電流 を 流す 
こ と て i を 発する ダイ ォ一 ド。 ダイ 才ー ド と は 半導体の 一種で、 
片方 向に しか 電流 を 流さ ない 性質が ある。 LED は、 豆觀 のよ 
うに フィラメント 力 化 刃れ るよう な ことが なく、 寿命の 長いの が 
特長。 また、 消費 電力 力、' 小さい 上と も、 よく 利用され る 理由の 
ひとつ。 さ らに、 発光 面が 小さく 小型化で き るた め、 いろいろ 
な 分野て イ吏 われる。 発光 色に は 赤、 緑、 黄、 青な どが あり、 高 
輝度の もの、 目 に 見えない 赤外線 を 出す ものな ども 開発 さ れて 
いる。 




'MSX-DOS 秦 （8) パート 



■MSX-DOS 

MS X 専用に 作られた ディスク • 才 ペレ 一ティング' シス テ 
ム （DOS) のこと。 64 キロ バイ 卜の R AM が ある MS X に、 
ディスク ドライブ をつな いだと きに 利用で きる。 BASIC の 時と 
は 違って 50 キ ロバ- ィ ト lyJi の RAM カ气亩 える ので、 ディスク を 
使った 大規模な プログラム を 動かす こと 力 《 可能。 MSX- DOS に 
は 組み込み コ マン ドと して、 ディスク 内の ファイル 名 や 大きさ 
を 表示す る DIF ！、 文字 ファイルの 内容 を 直接 画面に 表示す る 
TYPE. ファイル を コピーす る COPY、 など 13 禾 If が 用意 さ 
れ ている。 

國旧) パー 卜 

メロディー や、 伴奏 
など を 演奏して いる 『音 
の グループ』 のこと （ォ 
ーケス トラな どの 楽器 
の グループ)。 声 部。 

シンセサイザが 同時 
に 出す 二と がで きる 音 
の 数 は 『ボイス』 と 呼 
ばれ、 パート を 作る 基 
準と なって いるものな 
ので、 「メ 口 ディの パー 
卜に 2 ボイス を 割り 当 
てる」 というよ うにし 
て 使い分ける 心 要が あ 
る。 
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'音声 入力装置 秦 オーバ一 ラップ 
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■ 音声 入力装置 



人間の 言葉 を コンピュータ に 理解 さ せ、 命令 を 伝え る 装置。 

機械 を 動かす ときには、 にボ タン を 押したり スィッチ を 入 
れ たりす るが、 それ を 声て おうとす るた めの もの。 現在で は 
特定の 人間の 声 を あら 
かじめ 登録したり しな 
いと 使えない が、 一部 
では 実用 ィヒ もされて い 
る。 音声 入力の ワープ 
口な ども、 この 装置が 
利用され ている。 




I オーバーラップ 



US 転換の一 種で、 前の 1M が し だいに 暗 くな つてい き、 そ 
の 画面 内から つぎの 画面が しだいに 現れて く る こと。 画 だけ 
ではな く 音に も 使用す る。 ラ ッ プ ディ ゾルブ と もい う。 
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にほん， C 



き カツ 卜 イン 'バ ック秦 簡易 言語 



I 力 * ク卜 • イン *バ ック 



il< 続した PM の I 区切り を カットと いう。 映画の 場合 力 メ ラ 
を 回し だして 止める まで を I カット。 テレビの 場合 は スィッチ 
ヤーが 他の カメラに 切り換え るまでの 画が I カツ 卜に あたる, 
カット 'インと は、 この 長い カツ 卜の 途中に 他の カツ トを 一時 
的に 揷入 する こ と 。 反対に もとの カットに もどす 二と を カツ ト • 
ノ、 • ック という。 



ォ: ホ 



力 八 



國籣易 雷 諸 

誰でも コ ン ピュー タ をィ 吏え るよう に、 プロ グラ ミ ンク を 簡単 

ィ匕 する ために 作 ら れた" 1IS。 あら かじ め処モ里手順ゃ^^を コ 一 

ド 化して 言 己 憶 させて あるので、 ユーザ 一は ディ ス プレイ ma 上 
に 出る メニュ 一を 選択しながら、 対話 的に プログラム を 作れる。 

代表的な もの は、 VIS1CALC や PIPS など。 



-シ 卜ィ、 つ- 



で JL ペゥ 7 

し tiz S て」 +1! 



-* でで 



a 

- に- 






> 




^ ■ 

• 




当き にな 賴 S ズ * 薪 L、*--，」，^ir 

クで すが：： ない め >- 
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秦 キャプテンシステム 参 グラフィック モード 



國 キャプテンシステム 

(文字 図形 '1*#ネッ ト ワーク 'Character And Pattern Telep 
hone Access Information Network System) 




郜 キヤ ブ' テン は、 
M マガで もす で 

にやった けと m 
しかった かな。 



霞 舌 回線で 家庭 や 事務所の 受像機 と 情報 セ ン タ 一を 結び、 セ 
ン夕一 に 蓄積され ている 各種 it$g を' JZ 要に 応じて、 ブラウン管 
上に 文字と 図形で 映し出す システム。 利用者 は 備え付けの キ一 
パッ ドの ボタン を 押し、 あらかじめ 決められた 情報 番号 を受話 
機で 回せば、 し、 つで も' JZ 要な '[t# を 呼び出す ことができる。 二 
の 種の' if 報サ一 ビス システム は、 国際的に は ビデオ テツ クスと 
称されて いる。 キャプテンシステム は、 日本の ビデオテックス 

の 呼称で、 1984 年 I I 月から 実用化 された。 

國 グラフィック モード 

図形、 画像 表示の ための us モ一 ド。 M S X では SCREEN 2 
と 3 が これに あたり、 描画 命令、 たとえば UNE、 PSET.CIRC 
LE などの 命令 力 〈義 となる。 SCREEN2 は 高 簡象度 グラフ イツ 
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» グラフィック モ一 ド肇 高級 言語 



クモ一 ド といい、 256 X 192 ドッ 卜の 画素で 構成され、 SCREEN 
3 は マルチ カラー モー ドと 呼ばれ、 16 ドッ トを I ブロック 
として 図形 を 描く。 MS X 2 バージョン では、 この グラフ イツ 
クモ一 ドが 大幅に 強化され ている。 



ヽ うお' 》 




I 高級 雷 語 



コ ン ピュー タを 動かす に は プロ グラムが' JZ 要 だが、 二の 言己述 

方法に はいろ いろ な禾 «1 が あ る 。 人間 力 g 里 解 しゃすい という 基 
準で 見る と、 一番 理解し にくい のが マシン 語で、 これ は 数字の 

羅列。 一方 B A S IC な ど は、 意味の ある 英単語 を に し て 作 ら 

れ ていて iSS しゃす 

い。 そこで、 BASK 
のように 人間に 理解 
しゃすい 方法で 表 
現される プロ グラ 
ム Hi のこと を、 高 

級" Hi と 呼んで いる。 
ただし、 マシン 語プ 
ログ ラム を ィ氐 級 言 |g 
と は 言わない ので 注 



/ro^^^Bs So 

t ナ A マ >" 《"く 

ゝ、 




16 



コンソール 拿 コンテ 



國 コンソール 

コンピュータと 人間の 接点と なる 装置 を 総称、 して、 コンソ 一 
ルと 呼びます。 人間が プログラム や データ を 入れて コンビ ユー 
タの 動作 をコン トロールしたり、 言 十算ゃ いろいろな 処理 をした 

結果 を 人間に 見せたり する 大切な 部分です。 M S X の 場合 は、 
キ —ポー ドゃ テレビ、 プリ ンタ などが これに あたり ます。 

國 コンテ 

コンテ ィニ ユイ ティ （continuity) の 略。 ビデオや 映画の 撮影 
のた めの 台本のう ち、 1M の 大きさ や 前後の シーンとの 関係、 
それぞれの カツ 卜の 処理 方法 や 時間な ど を くわしく 書き 言 己した 
もの。 これら を ラフスケッチ などの 絵で あらわし たもの を 特に 
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鲁 コンテ ィニ ユア ス-ス ティ ショ ナリ一 



I コンテ ィニ ユア ス 
ス ティ ショナ リー 



コンテ ィニ ユア スは 、、続いた" という こと。 つまり これ は 連 
続 印字 用紙の 二と だ。 に パソコンの プリ ンタ てィ吏 われて い 
る 連続 用 ite は、 mxi I インチの 大きさで、 左右に パンチ 穴が あ 
いている。 I ページ ごとに 点線が ついていて 切り離せる ように 
なって いるので、 ページ 替え を 気にせずに一 気に プリント ァゥ 
卜する ことができる。 

また、 サーマ 
ルブリ ンタ では、 
ドッ 卜の ついて 
いない ロール 糸 氏 
カ难 われて いる。 
プリント してい 
る 最中で 紙 力 化 刀 
れ ないよう、 残 
りの 量 を 確認し 
てから 始めよう。 




4 ワープロて ィ吏 うと 
きなん 力、、 ちょっと 
ムダが あるよう だが。 HjHM 



ヽ 



豳 liiiiBiii 
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» コ ン/ 、'イラき コンポ ジッ ト 信号 



I コンバ イラ 



プログラム を 実行す る 前に、 人間が 11« しゃすい プログラム 
の 言 己述を マシン 語 レベルの プログラムに すべて 変換し、 それ か 

ら 実行され る コンピュータ It 吾の 方式。 MSX- BASIC のように、 
的に BASIC テキス 卜 を I 文字ず つ 取り出して は 翻訳し なが 
ら 実行す る 方式に 比べ、 実行 M 力、' 格段に 早 くなる。 しかし、 
プログラム 中 に 間違いが 見つかる な どで プロ グラ ムを 変更す る 
ことが 多い と、 そのたび ごとに プログラムの 変換 （コンパイル 
するとい う） を 行わなくて はならず、 手間と 時間が かかって 
しまう。 コンパイラ は、 その他 メモリ を 有効に 使える メリット 
も あるので、 大規模な プログラム や、 高速な 処理 を 求められる 
プログラム な ど で ィ吏ゎ れ る 。 



I コンポ ジッ卜 信号 



コンピュータ 本体から、 カラー • ディスプレイ 装置に 送る 信 
号の 方式で、 複^ 言 号と もい われる。 この 方式で は、 赤 （R)、 
緑 （ G ) 、青 （ B ) の 信号 を 一本の 信号 線で 送る こ と になる。 MS X 
では この コンポジット 信号が 標準 仕様 となって おり、 『 ビデオ 出 
力』 や 『8对 象 出力』 といつ 
た 表記が されて いる。 音 
色 信号に 関して は 別の 信 
号 線で 出力され、 こちら 
は 『オーディオ 出力』 や 音 
声 出力』 という 表記が さ 
れ ている。 

殄各 ビデオ 機器に 対応す るた め、 

TV にも W 象 や 音声 入力 力 M 寸ぃ た。 
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秦 コメント 秦 コスト. パフォーマンス 参 コーディング 



國コ メン卜 

論評、 見解、 説明な どが もともと の 意味。 コンピュータ用語 
として は、 プログラム 中の 注釈の こと をい う。 "His 的に は プロ 
グラ ム 内容の 覚え書き などに 用いる。 実行に はまった く 影響が 

ない。 BAS にの REM 文な ど はこれ にあた る。 

國コス 卜 'パフォーマンス 

品物 自体の 価格 や、 それ をィ吏 用す るた めに' JZ 、要な 経費、 労力 
などに 比べて、 その物の 機能、 性能が どのくらい かとい うこと C 
価格 対 性能 比 と 考える こと もで きる。 

たとえば、 まったくの 同 仕様、 同 機能、 同性 能と いう コンビ 
ユー タ があった 場合、 価格の 低い ものの ほう 力 《コス ト 'パフ ォ 
—マンスが 高い という ことになる。 し 力、 し、 パーソナル コンビ 
ユー タ のよ う に、 個人の 嗜好が その 商品 購入に 際して 強 く 反映 
される ものに ついて、 コスト 'ハ 'フォー マンスの みで その 商品 

を if« す るの は 難しい。 

國 コーディング 

プログラム言語 を 用いて プログラム をつ くる 作業の 二と をい 
う。 コンピュータに 入力す る ことのみ ではなく、 プログラム 言' 
語 を 用いて 紙な どに プログラム を 記述して ゆく こと もコ一 ディ 
ング である。 

プログラム を 作る 手順と して は、 その プログラムの 目的に 合 
わせた 機能の 検討、 フローチャート などに よる 論理の igf 十、 プ 

ログ ラ ム 言語 をィ 吏つ た プロ グラ ムィ匕 実際に コンビ 41— タを使 

つての デハ' ッグ などが ある。 コーディング というの は、 二のう 
ち プロ グラ ム Wig を 使った プロ グラ ムィ 匕の 部分の こと をい う。 
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I サス ティン 秦 シーケンサ 




國サス ティン 



持続 するとい う 意味。 シンセサイザの 場合、 
る 間に 出て いる 音量 レベルの こと をい う。 

P. 9 の 図 I を 参照。 



盤 を 押してい 



I シーケンサ 



シンセサイザ などに、 データ を 送り 出して 自動的な 演奏 を 行 
うとき に 使う 機械。 音程 や 音の 長さ 、 音色な どの データ を あら 
かじめ 記録して おき、 ） 頃番 （シーケンシャル） に 出力して いく 
ので、 シーケンサと 呼ばれる。 

近代的な シンセサイザ • システムが 開発され たころ から ィ吏ゎ 
れ ている が、 はじめの うち は 記録 容量が 小さいた めに、 禾暗を 
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•CADSCAI 

分解して 演奏す るく らいの ことし かで きず、 メロディー その も 
の を 自動 演奏させる よ り も、 演奏 効果の ために 使われる 二と が 
多かった。 しかし、 最近で は 記録 容量が 大きくな つてお り、 交 
響 曲の I 楽章く らいの データ を 記録して、 完全な 自動 演奏 を 行 
うこと もで きる ようになつ ている。 

■CAD 

Computer Aided Design の 略。 コンピュータ を 利用して 製 
品の 言 §1 十 を 行う こ と で、 工業 デザィ ンの 世界で は 既に" ftS ィ 匕し 
ている。 棘の 言 Si 十手 法、 図面 を 引き モデル を 作り、 M 寸を重 
ね、 また 新しい ラフスケッチ を 作り 一… という 1* 呈を 大幅に 短 
縮で き る。 動作 部分の チェック ゃシ ミ ュ レ一シ ヨンな ども 可肯巨 
になった ため、 の 問題な ども この 時点で 発見で きる よう 
になった。 CAM と 合わせて、 C A D/C A M と 呼ばれる こと 
も あり、 言 SI 十 か ら モデル、 実際の 製品の 生産 ま で、 I 枚の 図面 
も 描かれず、 すべて ディ スケッ 卜に 記録され た データで fF« を 
進める、 という こと も 実際に 行われて いる。 

■CAI 

Computer Assisted Instruction の 略。 CAD や CAM と 同じく、 
^Computer Aided …… 」 とされた 場合 もあった 力、 現在 はこの 
ほう 力、' ~1さ 的。 コンピュータ 援用 学習 システムの 二と。 多く は 
コンピュータの もつ インター ァク ティ ビ ティ を 利用し、 学習す 
る 側の 進度に 合わせた 学習 方法 を とる こと が- 5J 能で ある。 レー 
ザ一 ディスク や V H D の 画像との 組み合わせ システムな ども あ 
る。 小 中高 校な ど はもち ろん、 ノ、' ソコン を 導入した 塾 や 幼稚園 

も 現われて いる。 学校 関係の みで はなく、 品の セールス マ 

ン への 教育 や 販売 方法の fSt な どに も 利用 されて いる。 
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»CAI#CAIVI 



ノ f ソコン 絵本 0| 1 , 2 霸 

t!^,- リ 5，V 



\化彥 



H K と タイア 
ップ した 『に 二に 
二 ぷん』 は MS X' 
C A I の はしり。 




マイ コ y 'レタス：/ 



蜂 最近で は、 リ^ 

生〜 高校 翻 姓 用 

まて く ソフ ト I 
力 作られて いる。 *sxi 




ICAM 



Computer Aided Manufacturing の 略。 コンヒ ュ一タ を 
利用 し た 製造の 自 動 化な どの こと。 ロボ ッ ト. に よ る 製品 組 
立ての 自動 化、 C A D で 作られた デ一 夕 を 基に した 金型の 自 
動 切削 など は 二の C A M に 含まれる 技術で あ る。 C A D と 合わ 
せて CAD/CAM と 呼ばれる こと も あり、 製品の 言 S 十から 生 
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CAM 參 CATV 



産まで、 すべて コンピュータ による 製造 システム というの も あ 




■CATV 

泉 テレビジョンの 二と。 CATV は コミュニティ アンテナ テ 
レビ ジョンの 略語で、 テレビの 初期、 まだ テレビ局 力、 It 設 され 
ていない 地域で テレビ を 見る ため、 共同で マスタ一 アンテナ を 
立て て 遠方に ある テレ ビ 局の 電波 = シ グナル (番組) を 受信し、 
それ を 各^に ^ した ことから 誕生した。 

従つ て 初期の CAT V は、 ほ とん どが テ レ ビの 遠隔地 受信が 目 
的だった。 その後 シグナル を 各 家庭に 分配す るのに 使う 同軸ケ 
—ブルが 大きな 能力 を もち、 たくさんの チャンネル を 《if 呆 
できる という 二と から、 テレビ局の シグナルの 配 "3"<7) ほかに C 
AT V が 独自に 自主 放送 や 双方 向 通信の サービス を 行うよう に 
なって きた。 このため、 最近 は CATV が 未来の 通信 システムと 
して 大いに 脚光 を 浴びて いる。 
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き C-MOS« スクリーンモード 



■C-MOS 



IC や LSI の禾廳 を 表す 言葉。 C- MOS は、 コン プリ メン タリ • 
メタル' ォキ サイ ド • セミコンダクタの 略で、 日本語に 訳す と 

相補性 金属 酉 針 bS 莫 半導体 となる。 二 の 種類の 回路 は 消費 電 
力 力 < 大変 小さい ことから、 持ち運んだり バッ テリ で 動かす' JZ 要 
の ある デジタル 機器で は 必需品と なって いる。 例えば デジタル- 

ウォッチ や 電卓な どが そう。 また、 二の タイプの RAM メモリ 
は、 小さな バッ テリで 長期 間 内容 を 記憶 させて おく こと も 可能 
になる。 ただし、 内部の 構造から 高い as に 弱く、 持に 冬期に 

発生し やす レ 、静 mm が 端子に 加わ ると すぐ に 壊れて しまう。 L 

SI など を その ま ま 机に 転がした だけで 壊れて しま う 二と も ある 
ので、 取り扱いに は 注意が' JZ 、要。 




tC- MOS タ イブの 

IC'LSI。 ポータブル 

« によく 使われる。 



I スクリーンモード 



テキスト モード、 グラフィック モ一ド といった、 表示 方法、 

あるいは その 言 の 二と。 MS X では SCREEN という 命令で 
二の 言き 定を する。 SCREEN と I が テキス トモ 一ド、 同じく 2- 
と 3 が グラフィック モ一 ド となる。 
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きスク □ 一 ル參ス ティ ショナ リ- 



國 スクロール 

IS® に 多 く の 文字 を 表示 させて 最下 行 ま で 来る と 、 表示 内容 

が I 行 分く り あがって 最下 行に 新しい 文字が 表示され る。 この 

~jl の 画 処理 を スクロール （Scroll) という。 




醒ス ティ ショナ リー 

一般に は、 文房具、 事務用品 などの 二と をい う 力、'、 コンビ ュ 
ータ 用品 中で は、 特に プリ ンタに 使用す る 印字の ための 用紙の 
二 と を 指す。 

プリンタ によって は、 まったく 用紙 を 選ばな い タイプの もの 
も ある 力 <、 感熟 式な ど、 専用の 感熱 用紙 を' JZ 要と する もの も あ 
る。 また、 リストの 出力 や データの プリントアウトに 適した 用 
紙と して、 ロール 紙 や 連続 用紙が コンピュータ 用品と して 巿販 
されて いる。 



ま t 




» 7./ 



26 



'ストア 鲁 スーパーインポーズ 



國 ス卜ァ 



メモリ や CPU の レジスタな どに、 データ を 書き込む こ と を 

ストア するとい います。 また、 ストア される メモリの アドレス 

をス トァ • アドレス という ことがあり ます。 BASIC では POKE 文 
で メモリへ、 OUT 文で レジスタに データ をス トァ する ことが 
できます。 



IM 上に 文字 や タイ トルな ど を 重ね合わせる 二と をい う。 外 
国 映画に 付けられる 字幕 スーパ一 もこの HJ。 現在で は 文字に 
限らず、 2 つ liLh の iia を 重ね合わせる こと を、 スーパ一 イン 
ポーズと 総称して いる。 MS X でも この イン ポーズ 機能 を 持つ 
た 機種 力 《増えて きて おり、 パイオニア や ビクター など、 ビデオ 
ディ ス ク と 組み合わせて 使う ことにより、 より 高度な 使用法 を 
提示した もの も 多い。 



國スー バー イン ポーズ 





驷 スーパ一 
イン ポーズ 
を 使った 画 

面と 文字の 

合成。 



'センサ 拳 絶対アドレス 秦 走査 （線） 



國 センサ 

夕 1^ の データ を 検出す る 装置 (Sensor)。 ；SS、 -; 1^、 光な ど 
に対する ものが ある。 マイ コンと Sit センサ を 組み合わせた ェ 
アコ ンの 調節な ど はすで に "HIS ィ 匕して いる。 

國 絶対アドレス 

言 己 憶 装置の 中の 記憶 場所に それぞれつ けられた 固有の ァ ド レ 
ス （番地)。 その 物理的な 仕様に 基づいて つけられた ァ ドレスの 
こと を $g*t アドレス、 または 物理 アドレス という。 これに 対し 
て、 プログラム などに より、 仮に 設定した 番地から、 何番 地 
離れて いるかと いう アドレスの 考え方 を 「相対 アドレス」 という。 

國 走査 (線) 

データ 入出力の 一方 法。 一定の) I1M に 並んだ データ 列 を、 電 
気、 磁気、 あるいは 光学 的に 順次 読みと り 入出力す る こと。 英 
語で は スキャン。 

た と えば フ ァ クシ ミリ では、 入力す る 絵 を 一定の 間隔で 切つ 
て 走査し、 その 線の 上の 白黒の 状態 を 読み取って 信号と して 伝 
送して いる。 また、 # の T V 受 ff« の！ [® は 横 方向の 走査に 
よって 出力され ている。 この 走査に よってで きる 線 を 走査線と 
いう。 走査線の 数が 多い ほど 画像 は 鮮明になる。 日本 や 米国で 
は、 T V の 走査線 数 は 525 本が 採用され ている が、 ヨーロッパ 
では 625 本が 標準 的。 走査線 数し 125 本と いう 高 品位 T V も 開 
発されて いる。 

走査線が 1M の 右下 隅から 左上 隅に 戻る と き に は、 何も 情報 
をのせ ていない。 そこで、 この 電波の、、 スキ 間" とで もい う 部分 
を 利用して 文字 を 出力しょう という のが 文字 多 動 4 送で あ る 。 
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'相対 アドレス 秦 ソート 



■ 相対 アドレス 

プログラム などに より、 仮に 設定した 番地から、 何番 地 離 

れ ている かとい う 力、 たちで 示した ァ ドレス を 相対 ァ ドレスと い 

う。 ^!6^ォァ ドレスカ安全に固有、 不動で あるのに 対して、 相対 
ァ ドレスの if^ は 常に となる 番地に 対しての ァ ドレスで あ 
るた め、 メモリ 上の ど 二に 置いても ァ ドレス 表記に 変わりが な 

國ソー 卜 

データの 集合 を アルファべ ッ HI 頁、 数値の 大小 順な ど、 一定 
の 法則に 従って 並べ 換える こと をい う。 アルファべ ッ ト順、 数 
値の 小さい 順な ど を 昇順、 その 逆に 大きい 順 を 降順と いう。 デ 
ータ ベースの 整 i 里な どに なくて はならない 機能で、 ノ 、'一 ソナル 
コ ン ピュー タ向 けの データべ一 ス ソ フ 卜 に はかならず イ寸 属して 
いる 機能の ひとつ だ。 




へ な、， v え ■， 
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'タブレット 參タ ツチ センサー 



國 タブ レツ 卜 

ポ イン ティン グテソ f ィ ス の 一種。 板 状の 形状 か ら こ の 名前が 
つけられた。 パネルに ィ 寸属の スタイラス ペンで タ ツチす る こと 
により、 その 位置 を 感知す る。 メニュー ヒット、 図形 入力な ど 
に 使用され る ことが 多 く 、 図形 入力に 使われる 場合 は 特に デジ 
タイ ザと 呼ばれる こと も ある。 スタイラス ペン を 使わず、 指な 
どに よ り 入力 可能な もの は タツ チパッ ドと 呼ばれる ことが 多く、 
兼用の もの も ある。 




食お 給 描きの ツール も いろいろ ふえた。 自分に 合った もので 楽しみた いね, 



國タ ツチ センサー 

ディ ス プレイ 上に 透明な シー ト を かぶせた り 、 表面 を 加工し 
たり して、 直 旨で 触る 二と によって 入力 指示が できる ように 
し た 装置。 デ イス プレイ 上に 現れた メ ニュー や アイコン を 触る 
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> タツ チセ >"tf ー肇タ ツチ ハット 



だけで 命令で 
きる ので 初心 
者に も わかり 
やすい。 街頭 
にある ビデオ 

テツ フス S 而术 

などに よく 使 
われて いる。 




I タツ チ パッド 



ボイ ン ティン グデ バイスの ひとつ。 ポ一 ド 状の 入力装置で、 

的に は タブ レツ トと 同じ だ 力 \ 専用の スタイラス ペン 以外 
の 入力、 たとえば 指な ど を 特に 考慮され たもの。 多 〈は、 HH 
の メニュー ピッ トゃ 図形 入力に 使用され る。 近年 はこの 夕 ツチ 
パツ ド を 使った 手書き 文字 入力 可能な 電卓な ども 発売され てい 
る。 




ラサ， 



ン 

、r 



\ 



_ に L ヽ" 



、r—-、p リ 
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參 テキスト モード 秦 テレテキスト 參 テレックス 



國 テキス 卜 モード 

文字 出力の ための 1M モー ド。 M S X では SCREEN と I 力ぐ 
これに あたる。 SCREEN では 40 ネ行、 SCREEN I では 32ffi ま 
での 表示が それぞれ 可能。 MSX 2 では さらに 80 桁まで (7)S 示が 
になって いる。 

國テレ テキス 卜 

文字多重放送の 国際的な 統一 呼称。 テレビ 電波の 末 利用 分 を 
使って、 通常の テレビ放送と 同時に 文字 や 図形 情報 を 送る シス 
テムの こと。 テレビ は 走査線が 左から 右へ 往復して 1M を 構成 
する 力、 こ の 走査線が 右下 隅 か ら 左上 隅に 戻 る 際の一 定期 間 ( 垂 
直 帰 線 消去 期間） は 信号 を 送つ て 二ない。 テレテキスト はい わば 
こ の 電波の す き 間に 文字な どの 情報 信号 をのせ て 送 る もので あ 
る。 利用者 は キー パッ ド によって' JZ 要な 情報 を 選択す る。 電話 
とテレ ビ 受像機 を 使つ て 利用者に 個別に 情報 を 提供す る ビデオ 
テックスに 比較して、 情報の ストック 量 は 劣る 力;'、 ニュース や 
交通 tt$g な ど 速報 を 要する 情報に は iiSS であ る 。 

誦 テレックス 

加入 電信。 電話の よ う に 相手 を 呼び出 し、 タイプライタ一 の 
キ 一をた たく とその 内容が 相手 側に 伝送され、 相手 側の タイプ 
に 記録され る 通信 方式。 ファクシミリ に 比較す る と 、 通常 ィ St 
速度 は 遅い。 また、 機械 式 タイプライタ一 は 音力、' 大きく、 1 狩 
に 手間が かかる な どの 問題が あ る 。 利用;^ 斗 金 は 安い。 

国際 間の ビジネス では 時差の ため、 互いの 業務 時間が 異な り 
電話 連絡で は 不便 な 場合が ある。 テレックス は 無人で も 常時 
受信が 可能な ので、 連絡に は 便利で ある。 もちろん、 テ レツ 
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* テレックス 參 デジ タイ ザ 



ク ス を 利用 し た リ アルタ ィ ムの 交信 も 可能。 日本で は 1 956 年 9 
月から 電電公社が、 1957 年 12 月から KDD が 国際 通信と して こ 
の サービス を 開始して いる。 




t テレックスで、 世界中と 交信して、 早くて 安い 通信 を Z 



國 デジ タイ ザ 



図形 入力装置の ひとつ。 2 次元、 あるいは 3 次元の 図形 を、 
デジタル to 理 可能な 数値と して 入力す るた めの 装置で ある と こ 
ろから この 名称 は 付けられた。 初期の デジ タイ ザ は、 手で 描い 
た 言 gfi 十 図な ど を なぞる 形式の ものが ほ と ん どだった が （タブ レ 
ッ トは まさに その 方式の デジ タイ ザ)、 ここ 数年の CAD/CAM の 
^によ り 、 レーザー 光 を 使った 3 次元の デジ タイ ザな ども 登 
場して いる。 小 は M S X 向けの タブ レツ トクラスの ものから、 
大きい ものに なると、 現 寸大の 自動車 ゃョッ 卜の 図面から 数 ザ 直 
を 拾える ものまで ある。 
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I 丁丁し 



■TT し 

にの 穩頁を 表す 言葉。 TTL は トランジスタ • トランジスタ - 
ロジック の 略で、 文字 通 り トランジスタ で 構成 さ れた 論理回路 
のこと。 度 は あまり 高くない が、 コンピュータの ような デ 
ジ タ ル 回路 を 容易に 構成す る 二と がで きる。 入力 回路に 与え る 
信号 は H レベルと し レベルの 2 つの 状態し かな く 、 二の;！ 九 態に 
より 内部の 回路 を 制御す る。 H レベル は、 実際に は 5 V の 電圧 
で、 L レベル は 0V。 この 2 つの IE で 表現され る 論 i 里;] え 態 を 
丁 TL レベルと いい、 コンピュータ などの インターフェイス、 例 
えば プリンタ インタ一 フェイス てィ吏 われて いる。 TTL- IC で 有名 
なの は、 ァメ リカの TI 社が 開発した 74 シリーズと 呼ばれる 
もので、 いろいろな 回路が パッケージ された I C が 作られて 
いる。 

辠 T T L • I C のタ rtL M S X に 

は 必ず 使われて いる デジタルに。 




34 



• DBS 壽 ドリー • イン 'アウト 



■ DBS (データ • ベース 'it" ビス) 

ユーザ一 から データ を 受け入れ、 処理 を 行って' jZ 要な データ 

を 返す 形の サービス。 そのために' JZ> ^な プロ グラム や オペ L 
シ ヨン、 ファイルの 15 里 を まとめて 引き受ける。 

國 ドリー 'イン' ァゥ卜 

ドリーと は カメラ を 移動しながら 多す る 方法。 ビデオ 力 メ 
ラ ゃシネ カメラ を、 移動 車 （ドリ一 車） に 載せて レール 上 を 移 
動す る ことから、 この 名前 力 M 寸 いた。 従って ドリ一 にと もない 
フレーム 内に 入って くるの を ドリー' イン。 ffi!; ォ に;? •H こ 出て い 
くの を ドリー • ァゥ 卜と 呼ぶ。 
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トレモロ 



國卜 レモ 口 

楽器の 奏法の一 つ 。 音符な どで 指定 されて いる 音の 長 さ の 間 
を、 連続して 演奏した 音の 集まりで うめる の 力、 本来の 意味で 

ある。 

木琴 や マ リ ンバ のよ う に、 長い 持 il 売 音 を 出す 二と がで きない 
楽器が、 長い 持続 音 を 表現す るた めに 使う 奏法。 

チェンバロ のよ う に、 大きな 音量の 変化 を 表現す る ことが む 
ず かしし 、楽器で、 アクセント を 表現す るた め に 使われた 様々 な 

装飾 法 （短し 、音符 を L 、 < つか 演奏 して 目 的の 音が 目立つ ように 
する） のこと を、 まとめて トレモロと 呼んで しまって いる 場合 
も あるが、 これ は あま り 正しい 使い方と はいえない。 

シン セ サイ ザな どの 電子 楽器で は、 音に 表 I 青 をつ ける ために 
音程 や 音量 を 「ゆらす」 場合が 多い が、 このと きに 音 禾呈を 変化 
させる こと を 『ビブラート』、 音量 を 変化させる こと を 『卜 レモ 
口』 と 呼んで 使い わけてい る。 



ま： 



ョしョ 曰 
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I ニューメディアき ネットワーク 



國 ニューメディア 

1980 年代 は ニューメディアの a#ft といわれ ている。 それ は、 

70 年代に 飛躍的に 発展した エレ ク トロ ニクス 技術と、 それに 支 

えられた 新しし 、通信手段の 開発に よ り 、 多種 多彩な ニュー メデ 
ィァが あいついで 登場した。 これらの ニューメディアの ゆ 寺 色 は 
パーソナル コミュニケーションが 可能に なった こと、 メディア 
の 融合と 複合が いちだんと 進んだ こ と などで ある。 




國ネッ 卜 ワーク 

~iS の 点 と それら の 結合 関係 を 示 している システム のこと。 

たとえ ば、 電力供給 網な どで あ る 。 
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'Hi-OVIS#BIOS 



■Hi-OVIS 

奈良県の 東 生 駒 二 ュ 一タウン で 行われて し 、 る 双方 向 画像 伝送 
システムの 実 1 矣プ ロジェ ク 卜。 光通信の技^？テを主体にしてぃる: 

モニター 家庭 は 約 160 世帯。 ほかに、 ：f5Kt_ 市 tSSff など 8 端末 
が 実験に 参加して いる。 実験 内容 は、 テレビ放送の 再送 信、 自 
主 脆、 動圃、 静止画、 文字 放送の リク エス トサー ビスな ど。 
東 生 駒の システム は 光ファイバ一 ケーブル を 利用し、 端末に キ 
—ボードの 付いた 受像 傲 カメラ、 マイク を 置いて、 センター 
との 間で 双方 向 通信が できる よ う になって いるの 力 < 特色。 




二れ は、 今年 2 月に 翻に 行った ときの 1*。 現在 は、 どうな つてい るの かな。 



■BIOS 

ノ、' ィォス と 読み、 Basic Input- Output System の 略。 コン 
ピ i ータの 入出力に 関係す る 機器 を コント ロールす るた めの 
最も 的な ソフ トウ エアの 集ま り （通常 サブルーチン になつ 
ている） を さす。 その システム 固有の ハードウェア 条件 
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mw. 光通信 



デハ' イスの I/O アドレス など） を 知らなくても、 ソフトウェア 

開発が 容易に 行える よ う に、 DOS や BAS に な どの システム ソ 
フト ウェアに 用意され ている。 MSX では、 キーボード や VDP、 
PSG などの 入出力 を 行うた めに、 BAS にの 低位 番地に BIOS が 
置かれて いる。 これ は マシン 語な どで 利用す る 力、'、 これ を 利用 
する こと て" 乍す る プロ グラ ムの 入出力 ルー チ ン を 省略で き 、 
開発に かかる 労力 • 時間な どが 節約で き る。 

■VAN(Value Added Network) 

価値 通信網。 公 通信事業 者 ( コモン キャリア） から 
リ 一ス した 専用線 を 使用 して、 回線 を ユーザーに 分割して 再販 
する ほか、 コンピュータ によ る 情報の 蓄積お よ び 処理に よって 
ィ tMW 直 をつ け、 高度な 通信 サー ビス を 提供す る 業務の 二 と 。 



I 光通信 



おやせ feZ 

• 索 京都 yk '(sK{i#08)«a%-fi- 



情報 を レーザー 光の 強弱な どの 形に 換えて 伝送す る 通信 方式。 

電波と 同様に 空間に Mlt し、 それ を 受信す る 空間 《5；^ と、 細い 
ガラス ft 锥 （光 ファ 
イノ、' 一） の 中 を {SI 
させる 方法が ある。 
光ファイバ一 による 
方式 は、 伝送 可能な 
情報が 多い ことと、 
信頼性の 高い 長 Sggl 
回線が ■ ^能な ことで 
従来の 同軸ケーブル 
にかわる 通信 路と し 
て 普及しつつ ある。 





mm 

、—- ' 


















。ポ' クは丄 、人 tl. ち あ Y: ィ ±辠 をす 3 •c 
すく' ダ' ゥン し "2 しきう タ乂 なさ 2_ 
ブし ち 。で' も 今 は it フ マイ/く' 一 
又 リム fc なリ- /V° ヮ- 大幅 アップ Z 
雜女 もで さ？ 明ョぃ S 香て" す。 
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ビデオテックス 會 ビデオディスク 



國 ビデオテックス 

電話回線と 家庭 や 事務所の テ レ ビ 受像機 を 結び、 利用者の リ 
クェ ストに 応 じて 情報 セ ンタ 一また は 外部 コ ン ピュー タ に 蓄積 
されて いる 情報 を 検索 ■ 送信し、 利用者 側で はァタ プタ を 通じ 
て ブラウ' ン管 上に 図形、 文字の 形で 表示す る 情報 システム。 わ ― 
が 国で は キヤ プ テン システムが これに あたる。 海タ t "諸国の ビデ 
ォ テックスに はィ ギリ スの プレス テル、 フランスの テ レテル、 
カナダの テリ ドンな どの 方式が ある。 . 

國ビ テオ ディスク 



最近 話題に なって いる、 『絵の 出る レコ一 ド』 が 二の ビデオ デ 

イス ク。 ビデオの/;? (ベータ） や VHS のように、 世界で 3 つの 方 




VHD、 レーザーディスク いずれも、 S^feJ 耑の メディア たちだ。 
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► ビデオディスク 參 BGV 



式が 発表され ている。 日本で 発売され ている の は、 このうち レ 
—ザ一 と VHD の 2 方式。 残念ながら それぞれの ソフ 卜の 互換性 
はない。 詳し く は レーザー 方式と VHD 方式の 項 参照。 



IBGV 











含 ミュージック 
'レッスンて ~ (乍つ 

た、 B G V プロ 
グラムの ひとつ。 



バ" J ク • グラウン ド • ビデオの 略。 B G M (バック • グラウ 
ンド' ミュージック） と同じように、 雰囲気 づ くりの ために 流 
す 日 *f 象 をい う。 明確な ジャンル 分け はない が、 カメラ を 据えて 
* 大自然 を 撮ったり、 都会の 離き を 撮ったり という ものが 多い。 

' 環境 ビデオと いう a^f 象の I ジャンル を 世間に 広めた、 プライア 

ン • ィーノ の 作品 や、 脚 象 エッセィと 称される コ ヤニス カッテ 

ィ など 力、 B G V の代窗 乍と いっていいだろう。 
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'ファイル プリント 参 フレーム 'イン 'アウト 



國 ファイル プリン 卜 

デバッグ （プログラム 上の 間違いな ど を 訂正す る こと） など 
をす るた めに、 リスト を プリン 夕で 印字す る 二と を、 ファイル 
プリント するとい う。 単に ファイル というと フロッピ一 デ イス 
クの ファイル を 指す ので; 主意しょう。 

デバッグ 作業に ファイル プリント は 不可欠。 プログラム を 作 
る 人なら、 ファイル プリ ン ト をす るた めに プリ ンタは 不可欠。 




國 フレーム • イン 'ァゥ 卜 

PM (フレーム） 内に 被写体が 入って くる こと を フレー A • 

イン。 反対に 画 外に 被写体が 出て いく こと を フレーム • ァゥ 
ト という。 麵ゃテ レ ビ ド ラ マの 絵コ ンテな ど を 見る と、 「ここ 

で 主人公 フレーム • イン。 かわって サブ キャラ B、 フレーム • 
ァゥ ト」 なんて ことが、 書かれて いたりす る。 
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き フィード 秦 プロトコル 



I フィード 



プリンタ 装置で、 紙 送りす 

る こと を フィード （Feed) と 
し、 う。 I 行 分 だけ 糸 fiii りする 
こと を ラインフィード （Line 
feed). また I ぺ_ジ^5^るこ 
と を フォームフィード （Form 
feed) という。 プリ ン 夕に 印 
字 させた とき、 I 行 印字す る 
と 次の 行に 自動的に, 车 KM りさ 
れる 力、'、 これ は コンピュータ 
側 力 〈文字コードと 印字 指令 コ 
ード （16進数で0 D) に 続け 
て ラインフィード • コー ドを 
送出して いるた め。 行 間隔 を 
あけたい など 自分て Ifi まり し 
たいとき は、 この コ一 ド （16 
進数で A) を 送り出せ ばよ 
い。 なお、 フォーム フィード 
のコ一 ドは 16 進数で C。 



な 



今 S は. 

い, おん もめんて' 
せめ マお まし あが 

象し レ て-いお だけ 
！しぁ て ひう か' 



I ai ち 二, たら キめ 
レま大 ゆ さユな 
、つ ft 之 ss« います' 

I ゆし-一ん ザ > ^つ"^ レの 



き々" 層 層/層 磨 ノノ, 



i 

mi 



I プロ 卜 コル 



コンピュータ 間の 通信が 円滑にい くように、 コンピュータ 間 
の ^ 方法 や データの 送受信の 方法 を 決めた 規約の 二と。 複数 

の コンピュータ 力 Si 信 線に よって 総合 さ れた システム では、 そ 
れぞ れのコ ン ピュー 夕の 間て ィ 言 号 力 St 信お よ び 受信 さ れ るが、 



ンに 



43 



攀 プロトコル 參 PSG 



これが 正し く 行われる ために は、 信号の 手順 や データの コ一 

ドの 意味 を あらかじめ 約束し、 それに 基づいて 行う' JZ 要が ある。 

この 約束、 または タも約 のこと を プロ 卜 コルと いい、 各 メーカー 
や 政府機関で 標準 案 力 < 出 されて いる。 

■PSG 

M S X に 使われて いる 音楽 演奏 '効果音 発生 用の LSI の 二 
とで、 プログラマ ブル 'サウンド' ジェネレータの 略。 3 つの 
音源と I つの ノイズ 発生 源 を 持ち、 周波数 や 音の 大きさ は 別々 
に コントロール する ことができる。 音の 大きさ は 16 段階て "flj 御 
できる 力、 エンベロープ • ジェネレータが I チャンネル あり、 
任意の 音源の 大き さ を 制御で きる。 エンベロープ パターン は 全 
部で 8 ネ顧。 各 音源と エンベロープ 機能 をう まく 使う と、 音楽 
演奏 だけで な く 太鼓の 音 や 口笛の 音な ども 作る こ と がで き る。 




t こんなに 小さな 石から 、コンピュータミュージック 力 < 楽しめる の だ。 
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VHD 方式 參 ボラ ティル メモリ 



■VHD 方式 




V H D のソフ 
トも增 え、 マ 
ニァも 続出 だ。 

ビデオ ディ ス ク の 方式の ひ と つ。 日本で は ビク タ 一や 松 下が 
中心と なって 発売して いる。 フロッピ一 ディスク のように、 磁 
性 体 を 塗った 円盤に 絵 や 音 を 記録し、 へッ ドで それ を 読み取る 
こ と で 動作す る。 ヘッドと ディ スクが 直接 ふれ 合う ため、 ス ト 
ッ プ モー シ ョ ンな ど を 多用す る と 、 画質の 劣化が 起き る 二と が 
ある。 しかし 各 フレームへの アクセス 時間が 非常に 短 かいので、 
M S X と 接続した 場合、 よ り リ アル タイムな ゲームが 楽しめる。 
レーザー 方式と 比べ、 ハ一 ドウ エアの 価格が 安い こと も 魅力の 
ひとつ だ。 

國 ボラ ティル メモリ 

(VOLATILE MEMORY) 

コ ンピュ 一タの 記憶装置 CPU は、 電源を切 ると 記憶が 消えて 

しまう。 このような メモリ を、 日本で は 揮発' I' 生メ モリ、 ァ メリ 
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ま ボラ ティル メモリ 参 ポルタ メント 



力で は ボラ ティル メモリ と 呼ぶ。 




國 ポルタ メン卜 

演奏 法の 一つ。 ^を 続けた ままで 音 禾呈を 変える ので、 サイ 
レン や ネコ の 鳴 き 声の よう な 効果が でる 。 

シンセサイザ などで ポルタ メン ト をィ 吏う: If^ ^に は、 なめらか 
な m 操作 をして いると き だけに 働く モー ド と 、 すべての 状態で 
動く モ一ド を 使い 分る こと 力 《 できる が 多 い。 

. 完全な ポルタ メン 

^ ま、 ヽ 

<>"> まあ〜 

^まま， 

れ 

5；' やべ 二し O't"" 
ほ え ほ "M き。";; 'しち 




トを 実行す る こと 力く 
できる 『楽器』 は、 
シンセサイザ などの 
電子 楽器 を 除く と、 
バイ オリ ン 族の 弦楽 
器' ティンパニ '人 
の 声 . 口笛な どで あ 
り、 以タ 14 二 少ない。 



ゾ、 -ヒ？ T < 

ま ま、, 1*1 
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• マシン 語 • マン マシン 'インターフェイス 

國 マシン 語 

と I の糸且 み 合わせで つく られた コンピュータの 命令の 二と < 

コンピュータ 力 < そ のま ま 理解して 命令 を 実行で き る Hi なので. 

、は 一番 速し 、。 コンピュータ 力 M 乍ら れた 当初 は こ れが プロ グ 
ラム 11 吾に なって いた 力 <、 人間に と つ て 非常に iS^ しに くい も 
のな ので、 よ り 理解し やすい Sli が 開発され るよう になった。 

は 16 進数で 表現され る。 



辠 マシン 語の プログラム は 質問が 多い けど、 しっかりお 勉強して ちょうだいね。 





し [1 
し； D 


A,0FH 

H し, 07IMH 


liCO し OR 15,4 ,7 




し D 


<lZiF3E9H) ，A 






し D 


(0F3EAH) ,H し 






し D 


A ,2 


； SCREEN 2 SET 




し D 


(0FCAFH) ,A 






しし 


CHGMOD 






し D 




； VDP ad に SET 




OUT 


(99H) ,A 






し!） 


A,4iZiH 






OUT 
し D 


(99H) ,A 






し D 

し D 


C ,98H 

H し ， IBiZiiZiH 


； ROM DATA adn. 


し ： 


し D 


E ,20 

&， eieiH 


;256*20byte 




□ TIR 








DEC 








JR 


N2 ，し OOPiZi 




L0DP1 ： 


CALL 


BREAK X 






RET 
JR 


C 

し DOPl 





國 マン マシン 'インターフェイス 

MS X は 機械で し かな く 、 ま た 人間 は 人間。 そ こ で 両者の 間 
をう まく 取り持った めに、 いろいろな 考慮 を 払う 必要が ある。 
例えば 計算した 結果 を メモリの 中に 記憶して おくだけ では、 人 
間に はわから ないし、 11® に 2 進数で 表示 しても すぐ に は iSSi 
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I マン マシン ，インターフェイス 



できない。 そこで、 10 進数の 文字の 形で MS に 表示す る 処理が 
必要になる。 また、 コンピュータ は 人間の 言葉が わからな いの 
で、 人間が キ 一ボ一 ド から プロ グラム や データ を 入力 してやら 
なければ ならない。 このように、 人間と 機械 を 結びつける ため 
に は そのための ハード • ソフ 卜が' jZ~W で、 これら を 総称して マ 
ン マシン ■ インターフェイス という。 しかし これ は 3^ の 意味 
で、 人間が コ ンピュ 一タ を 楽に 禾翻 する 方法と いった もっと 広 
い 意味で も 使われる。 データの 数字 を 入れ 間違えたら、 次の デ 
ータを 入れた あとで もちやん と 修正で きる ようになって いるか、 
な ど 細かし 、配慮が あ る か ど うかで コンピュータ の 使し 、勝手 は大 
き く 違って くる。 人間に とって 使いやす いものに なって いるか、 
つま りマシ マシン - インタ一 フェイスが 整って いるか どうかが、 
コンピュータ システム や ソフトウェア を 諮面 • 選択す る 上で 重 
要な ポイント となる。 
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• ミュ- ジック 'マクロ 言語 参 文字 多 龍 送秦 モノ フ才 ニック/ポリ フォ ニック， シンセサイザ 

國 ミュージック • マクロ 霣語 

プログラマ ブル - サゥン ド ■ ジェネレータ という LSI をコン 
トロールして、 音楽 を 演奏させる ための lfg。 略して MM し。 
テンポ、 レベルな ど を i き定 する。 




Synth. Unit 



P.S.G. 



國 文字多重放送 

文字 や 図形 1 青 報な どの 1 言 号 をテレ ビ 電波の す き 間 を 利用して 
送る 放送の ことで、 国際的に はテレ テキス 卜の 名で 呼ばれて い 

る。 文字 多 K^iM の 利用者 は、 キ 一パッ ドを 使って、 文字 や 図 
形 隋報を 現在の ニュース 速報の テロップ のように、 ilM 上に 映 
し 出したり、 テレビの IM を 消して、 文字 や 図形 情報 を 11® に 
映し出す こ と 力、' できる。 文字多重放送 は 聴力 障害者の ための 字 
幕 サービス や テレビ 番組の 内容 紹介に 使用す る ことができ る。 

國 モノ フォ ニック/ 

ポリ フォ ニック • シンセサイザ 

発音の 処理 方法の ち がいで 区別 した、 シン セ サイ ザな どの 呼 

び 方。 

楽器の 内部に、 ^に' jZ 要な システム 力し つし 力、 用意され て 
いない 場合に は、 その シンセサイザ は 『モノ フォ ニック' シン 
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• モノ フォ ニ ック /ポリ フォ ニック' シンセサイザ 



セ サイ ザ』 であり、 複数の 音 を 同時に 出す 二と はでき ない （人 
の 声な どと 同じ）。 これに 対して 『ポリ フォ ニック' シン セサ 
ィザ』 は、 楽器の 内部に 全く 同じ 力、、 ほぼ 同じ 機能 を 持っ^ 

のた めの システム を 複数 （4〜16 ィ 固く らいまで） 持って おり、 
これ を 同時に 押されて いる 鍵盤に したがって、 『キーボード • 
アサ イナ』 と 呼ばれて いるものが 順番に 割り当てて いくように 
設計され ている。 『キーボード • アサ イナ』 の 設計 はかなり む 
ず かしく、 回路 も衛 准な ものになる ので、 かっての シン セ サイ 
ザはモ ノフ才 ニック' シン セ サイ ザが 主流で あ つ す: が、 最近で 
は ほとんどの シンセサイザが ポリ フ才 ニック • シンセサイザに 
なって いる。 





Voice 
Mod. 



Voice 
Mod. 



Voice 
Mod. 
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I ラスタ ，スキャン 



秦 ラスタ' スキャン 秦 ランダム 'スキャン ^ 

画 



ディスプレイの 画像、 文字な どの 出力 方式の 一種。 電子 ビー 
ムを 最上 位から 出発 させ、 横 一線 を 引き 終えたら 次の 行へ、 と 

いう 具合に 最下 行 まて-^ 査 （スキャン） して IM を 構成す る。 
そのため、 ナナ メ線 など はドッ 卜で 構成され る ことにな り、 ギ 
ザ ギザ （ジャギー） が 見える。 MS X も ラスタ 'スキャン であ 
り、 192 本の 走査線で 11® か' 構成され る。 むろん、 ~M の 雄 
用 T V も ラスタ • スキャン である。 



國 ランダム 'スキャン 

ディ ス プレイの 出力 方式の 一種。 一般の T V などが 走査線に 
よる ラスタ 'スキャン 方式で あるのに 対し、 二の 方式の デ イス 
プレ ィ では ナナ メ線 であ つても 縦線で あ つても、 2 点の 間 は 常 
に 直線で 結ばれる。 スキャンの 方向が 一定で ないた め、 この 名 
称て 评 ばれる。 ラスタ' スキャン に比べ、 精密な 表示 力、" 51 能 だ 
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い 



■LAN 

(ローカル. エリア' ネッ卜 ワーク） 

企業内 情 胃 信 網。 大型 コンピュータ はじめ 各禾 未 機、 ォ 

フ コン、 電話、 ファクシミリ を ばらばらに 設置して 単独て" S う 
ので はなく、 光ファイバ 一 や 同軸ケーブル を 使って 相互に 結び 
つけ、 ネッ トヮ一 クイ 匕し、 社内の 情 麵信を 高速 力つ システム 
的に 行う もの。 

國 リード' オンリー *ス 卜 レー ジ 

リード' オンリー' メモリの ことです。 文字 どお り 読み出し 専 
用の メモリです。 ただし、 中には 最初の I 度 だけ 書き込める も 
の や、 特別な 装置 を 使う ことで 内容 を 消去して 書き込みが でき 
る もの もあります。 前者 は ヒューズ メモリ、 後者に は 紫外線で 

内容の 消 える E P - R M な どが あ ります。 



參 ランダム 'スキャン »し八1\1» リード-オンリ一. スト レー ジ 

力、 面 を 塗るな どの 表示に は 適さない。 ベクタ • スキャン >>^、 



う 呼称 も ある。 
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レジスタ • レゾリューション 



■ レジスタ 

数値 を 記憶して おく 器の こと。 I ビッ ト または 複数の ビッ ト 
を 保持す る 言 &| 意 装置の ひとつ。 普通、 主記憶 装置よ り 高速の 回 
路 素子; W 吏 われて おり、 演算 はこの 上で 行う よ う になって いる。 
自由な 目的に ィ吏 える;: 凡 用 レジスタの ほか、 ^^レジスタ、 指標 
レジスタ、 送信 レジス 夕な ど 特定の 目的の ものが あり、 コンビ 
ュ一タ の 構造に よって それぞれ 異なって いる。 

國 レゾリューション 

もともと は 分解と か 分析と かの 意味。 コンピュータ では、 分 

解 能、 画の ドット 数の こと をい う。 MSX では 256X192 がそ 
の 分解能 という ことになる。 グラフィック 関係での 表示 能力 を 
表わす 数値。 MSX2 では 最高 512X212 ドッ 卜の レ ゾリ ュ一シ 
ヨンと なって いる。 



灣 


匿 一 

















I. し、 




械 It れ 

£_ い 饰な. 



'さ 
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• ^一 ザ 一方 式秦 ワープ □ 



レーザー 方式 



光学 式 溝な し 非接触 方式の 通称。 ビデオディスクの 方式の ひ 
とつ。 日本で は パイオニア 力 < 最初に 発売した。 ディスクに 空け 
られた 小さな 穴 を、 レーザー 光線で 読み取り、 絵 や 音 を 出力す 
る。 ピック アツ プ 部と ディ スク面 力、' 直接 ふれ 合う 二 と がない の 

で、 画質の 劣化が 起きない ことが 大きな 特長。 最近で は CD (コ 
ン パク ト ディスク） と 兼用の 機種が 発売され たり、 デジタル 音 
声 付の ディ スクカ < 発売され た りと、 音声 面での 向上 も 計られて 
きた。 M S X と 接続して ビデオゲーム を 楽しむ こ と も 可能。 



t^ <~ ザ 一ディスク は、 盤に キズ をつ けない ので 有名。 大事に 使おう。 

國 ワープロ 

正式に はヮ一 ド • プロセッサ という。 しかしお もしろ いこと 
に、 英語に この 言葉 はなく、 完全な 和製英語 である。 コンビ ュ 
一夕と 混同され る ことが 多い 力、 ワープロ は 文書 作成 ツールで 
あり、 プログラム など を 処理す る 機能 は 持って いない。 ローマ 
字 や 力、 な 文字で 入力した 言葉 を、 漢字に 変換して い く のが 主な 
機能 だが、 方式に より 単漢字 変換と 文節 変換に わけられる。 つ 
—プロ 専用機と される もの は 後者が 大半 を 占めて いるが、 M S 
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I ワープ ワイプ 'イン' アウト 




含 ソニーの mtB け ワープロ。 今月 
の 特集 もよ 一く 読んで ね。 

X てィ 吏え る もの は 5 見 在のと 二 ろ 単漢字 変換の みで ある。 通常 プ 
リン 夕と セッ トでィ 吏 われる ので、 悪筆の 人 や 正式な 文書 を 作成 
する のに 重宝す る。 反面、 ワープロが 自動的に 漢字に 変換して 
く れ るので、 舌 辛 書 を 引 く こ と がな く な つたり、 -; 荑字カ » けな く 
な つたり する な どの 弊害 もで てきて いる。 

國 ワイプ 'イン' ァゥ卜 

ills 転換 法の ひとつ。 現在 写って いる iiM を 別の に 切り 
換える 際、 liM の一 方 （右左、 上下な ど） から ふき 消す ように 
を 消し、 別の PIS がそれ に 続いて 表れる よう にす る 手法。 
—度に 全 1M 力 4 刀り 換わる のでない ため、 カツ ト ごとの つなぎ 

が スムーズになる。 従来は 放送局な どに ある プロ 用 « でのみ 

用いられ ていたが、 最近で は M S X の アプリケーション ソフ ト 
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> ワイプ • イン' アウト 鲁 ワイヤ • スタイラス プリンタ 



と して ィ走用 可 
能な ものが で 
てきた ので、 
個人 レベルで 
の ビデオ 編集 
などに も 使え 
るよう になつ 
た。 

國 ワイヤ • スタイラス プ 11 ンタ 

イン パク ト • ドッ ト プリンタ のこと。 細い 線 （ワイヤ） や 針 
(スタイラス） で インク リボン をた たき、 そう して 紙に 打 たれる 
ドッ ト を 縦横に 並べて 文字 を 構成す る、 マトリクス' プリ ンタ 
の 一種。 これに 対して、 サー マル 素子と 呼ばれる もの を ワイヤ 
や スタイラスの 代わりに 用いて、 熱で 印字す る 方式の プリンタ 
に、 感熱 方式、 熱 転写 方式な どが ある。 



舍 フリン タは、 ノ 、• ソコ ン 族に と つ て' £^ ^^欠な ものに な り つつ ある!？ 



ワイ 7 インつ， ゥ卜 e 

、神 y:J4 V 一 

二 一 
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'MSX-AUDIO# ビットマップ グラフィックス 



MSXS 関連 用語 



MSX-AUDIO (Y8950) は、 MSX 2 のために 作られた ニュー 
メ ディ ァ 対応の 多 機能 サゥン ドチッ プ。 9 つの F M 音源 を 持ち、 
同時に 9 音、 または 6 音と 5 打楽器の サゥン ドを 出力で きる。 
また、 40 ネ動 頁の 楽器 力、 ら 好きな 音 を 選択で きる の も 特長の I つ。 
もちろん 8 ォク 夕 一ブの 広い 音階 を 持ち、 ェ ンべ ロープ 出力 も 
可能 だ。 さらに、 キャプテンシステム や 文字 多 fttt 送の サゥン 
ド 仕様に も 対応して いるので、 M S X の サウンド 機能 は 大変 高 
いものになる。 



國ビッ 卜 マップ グラフィックス 



グラフィック キーで キ 一ボードから 入力す る グラフィック キ 
ャラク 夕と 違い' 小さな 点 （ドット） を もとにして グラフ イツ 
ク 表示 をす る 方式。 直镍を 引く 場合 は ドッ ト を 一列に ならべ、 




和 MS X 2 

マシン は、 
現在 6 麵 

そろった。 



■MSX-AUDIO 
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秦 V9938 參 カラー パレット 

塗りつ ぶす 場合 は 指定 枠の 中の ドッ 卜 をす ベて 表示す る、 とい 

うように、 ドット を 表示す るィ を プログラムで 指定して 絵 を 

描く ようになつ ている。 MS X 2 では 横 方向 512 ドット、 縦 方 
向 212 ドッ ト という 細か さで グラフィック 表示が できる が、 こ 
の 場合 だと 108, 544 個の 点の 集ま りで グラフィック 1M 力 H 乍ら 
れる ことになる。 また、 最大 256 種類の 色 を ドット ごとに 指定 
できる ので、 MS X 2 の MH は 他の パソコンに Jt^ して 飛躍的 
に 表現力が 高くな つてい る。 

■V9938 

M S XのiiM表示にはTMS99l8AまたはTMS9928Aとぃぅ 
LSI が 使われて いたが、 M S X 2 では 機能の 強化の ため、 新た 
に 開発され た 『V9938』 という LSI が ィ 吏 用され ている。 このし 
SI の 特長 は 256 色の 同時 表示、 51 2X21 2 ドッ 卜の グラフィック 
表示、 横 80 文字 表示、 カラ一 パレット、 高速な グラフィック 描 
面 機能の 他、 スーパ一 イン ポーズ、 テレビ放送 などの 映像信号 
の デジ タイズな ど 力、 能な 二と。 このため、 MS X 2 の US 表 
示 機能 は 大幅に 強化され、 BAS にも 表示 関係の 命令 を 中心に 
拡張され ている。 

國 カラー バレ ッ卜 

カラ一 パレット は MS X 2 の グラフ イツ ク 機能で あ り、 光の 3 
原色 を 利用して 中間色 を 表現す る こと。 いま ま での MS X では、 
16 色 表示し かで きなかった 力、 この カラー パ レツ ト 機能に より 
ピンク、 コノ、 'ルト ブル一 といった、 いま ま で 表現で き なかつ た 色 
力、' 可能に なった。 プロ グラム 上で カラー パレ ッ ト を 使う こ と が 
できる ため、 ゲーム や コンピュータ グラフィック ソフ 卜に とつ 
て は、 より 強力で 便利な 機能で ある。 
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コンソール 17 ■■■■ 

コンテ 17 
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この 辞書の 使い かた 

この 辞書 は、 上 '下巻に 分 MX ていて、 9 月 号 は 上巻と して 
ビギナー 向け、 10 月 号 は 下巻と して 音楽、 グラフィックス、 二 
ユー メ ディ ァ 関係まで、 編集部が ピッ ク アップした 用 MiO 解説 
をして います。 ただし、 用語と いっても、 この 辞書 を 棒読みし 
たので は、 すぐ 忘れて しまい、 なんの 役に も 立ちません。 
皆さん 力 >•、 M マガ、 あるいは ほかの 雑誌 を 読んで、 前後の 文章 
を 理解して こ の 辞典 を 利用す る の 力べ ス ト だと 思います。 そし 
て、 何度でも 使って みるの 力 S 、！: える コッ だとい えます。 それ こ 

そ、 「習うよ り 慣れろ」 という わけです ね。 
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